
最初から最後まで自分たちで

今がやる時

ＩＣＴ活用工事に挑戦

「ＩＣＴ活用工事の最初から最後までの
全てを自分達で試してみたかったんだ
よ。」と話すのは、福島県会津地域に拠
点を置く(株)ホッコー産業の代表取締役
社長の古川敏さん。今回の現場は、福島
県喜多方市の河川維持工事だ。導入の経
緯を古川社長に聞いた。「かねてよりＩ
ＣＴ施工に興味があり、レーザースキャ
ナを導入したので3次元起工測量から自
分達でやってみたいと思っていた。頭で
考えていても進まないので、まず動くこ
とが大事！スマートコンストラクション
の話を聞き、今がやる時だと思った
よ。」と教えてくれた。こちらの現場は
レーザースキャナで3次元起工測量を実
施し、自社で作成した3次元設計データ
をクラウド型オープンプラットフォーム
KomConnectへ登録してＩＣＴ建機で
施工した。衛星から位置情報を取得して
測量するGNSS測量も使用したそうだ。
古川社長は「初めての事ばかりで不安だ
ったが、サポート体制が万全なことを担
当営業から聞き導入を決めたよ。」と語
った。
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ＩＣＴ建機で負担も軽減

更なる効率化へ

PC128USiのオペレータ小林正和さんに
感想を聞いた。「ディリ―キャリブレー
ションやモニター操作にはすぐに慣れま
したが、正直なところ、まったくの初心
者には難しいと感じました。ある程度、
建機の操作が出来る人や現場の進め方を
理解している人であれば、仕事が早く進
みます。想像よりも使いやすかったで
す。」と話した。また、D61PXiのオペ
レータ神田洋一さんは、「従来のブルド
ーザでの施工は土をどこに持って行けば
最適かなど考えながら、細かにブレード
を操作する必要があり、オペレータの負
担が大きかったのですが、ＩＣＴブルド
ーザではそれらの負担がかなり軽減され
て驚きました。操作の感覚を例えるなら
ば、ホイールローダーでの除雪作業に似
ているね。」と教えてくれた。最後に古
川社長は、「次の現場でもPC128USiを
導入します。今後は更なる現場の効率化
に取り組んでいきたいと考えます。」と
話した。
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